
4q，　4

　　　　　　口1エル天文畳に於ける冥王星観測寓眞

　冥王星側見の本家ロ1エル天文嘉の報告によると，昨1930年始めて冥王

星を見つけた二二は，一月23日と同29日との寓眞を比較研究して威功した

のであるが，望遠鏡は勿論ロ1レンス・ロiエル篇眞儀で，口樫13吋，焦貼

距離66吋である．見つけた日は二月18日であった．斯うした研究は，同天

文毫で1905年以來やつてみる仕事の三二である．

　焚見後はL42吋’1反射鏡で二二るだけ毎夜槻測が行はれてるる・

　古い爲眞板研究の結果，ロ1エルで，1915年に撮られた下の二枚の二三

の中に冥王星の像が見つけられた・

　　　日附と時刻（U・T・）　　　赤経（1915・0）　　　赤緯：（1915・0）

　　1915年三月19日6時20分　　　6hlm29・54s　　　　十18。4’40・6”

　　　　四月7日4時01分　　　6hlm54・05s　　　＋187／54・O’t

　　　　　　　　　東京の蓮沼左千黒氏逝去す

　東京三鷹天文嘉の蓮沼技師が去る九月11日病死せられた．謹んで弔意を

表す．

　爾ほ，同天文毫では，さきに木下國助，白石通義雨氏が逝去せられた・

誠に不思議なことにも，上記の三氏は，揃ぴも揃って，1929年五月の皆既

日食を南洋マレイ孕島へ幽晦に行かれた人々である．只其の一行の統傘踊

であった早乙女教授だけが壮健でゐられるのは，喜ばしい


